
三 田 市 議 会 議 員

　皆様のご支援を頂きながら、三田市議会議員として3年の経験をさせて頂き
ました。
　現在の三田市は厳しい財政状況の中、様々な公共施設で更新の必要性が出る等、
様々な課題が存在します。その様な中、日頃の議員活動の中でおこなってきた
提案やお願いが少しずつ実現できはじめた事に喜びとやりがいを感じています。
　これからも皆様の声を活動の原動力にして頑張って参ります。

安心・安全・安らぎの笑顔あふれるまち「三田」をめざして。
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「市民病院を取り巻く状況について」 生　活

「農業用施設に対する補助金の制度化を」 農　業

　三田市民病院と済生会兵庫病院が連携に向けた協議を
始めたことが発表されました。再編に対する様々な議論が
されていますが、押さえておきたいポイントとして〈病院の
老朽化〉と〈医療スタッフの不足〉があります。市民病院は
既に開業から24年が経過し、改修の必要性が出ています。
平成26年の時点で市は20億円をかけて15年の延命工事を
発注しようとしていました。しかし、国がほぼ同時に打ち
出した方針のもとに工事をすれば手厚い補助（40％）が受けら
れるため、一度立ち止まって進むべき道を模索しています。
　また、医療スタッフを取り巻く環境も変化しています。医療研修制度改革や医療機器の高度化により、
研修医に人気の勤務先は様々な経験が積める大規模病院に集中しています。後期研修医をはじめとする
医療スタッフは夜間救急においても非常に重要で、人員が少なければ一人にかかる負担が増大し疲弊や
病院離れにつながります。つまり、労働環境の良い病院は医療スタッフがどんどん充実し、労働環境の悪い
病院はますます敬遠されます。
　近隣で再編統合が進み医療スタッフをとり合う中、三田市民病院も制度の変化に対応していかなければ、
三田の救急を含む急性期医療の衰退につながりかねません。三田市民病院という肩書だけにこだわるので
はなく、地域の安心安全を引き続き守る為に、今何をすべきかを考えなければなりません。

活動内容

三田市民病院と済生会兵庫病院が連携に向け協議

2019年9月議会

　　　 現在の農業施設への助成は市が発注者にな
るので、工事費が地元発注と比べて割高で予算
効率が悪く、また手順が複雑で突発事故では使い
にくい。農業施設に対する補助金の制度化が有効と
考えるが市の見解を伺う。

　　　   設計や入札といった市の
事務の省力化により緊急時の対応
も迅速に行えるため、他の制度との整合を図りながら、
制度の適正化・有効性を十分考慮し、制度見直しの機会と
捉え補助金制度化を前向きに検討したい。

質 問 回 答



「心道会館の空調整備について」 子育て

「山田ダムの改修工事について」 防　災

「三輪小学校への避難所再指定について」 防　災

平成29年の6月議会において「山田ダムの排砂
ゲートを活用する事で、洪水対策ができないか」
という主旨の質問を行い、「実現すべく河川

管理者である兵庫県と調整を行っていきたい」という答弁を頂きま
した。令和２年１月現在、ゲートの改修工事が始まり、工事完了後は、
古城浄水場にて監視カメラで水位やゲート出口を確認しながらゲート
を遠隔操作できるようになります。今後は当初の提案であるダムの
治水利用に向けて引き続き働きかけを行って参ります。

心道会館は運動施設でありながら、猛暑日は室温が38度にもなって
いました。一般質問を通じて空調設備の設置を求めていましたが、
令和元年12月に無事工事が完了しました。
運用については来年度からになりますが、次の夏からは快適な環境で
武道はじめ様々な活動を行って頂けます。

平成30年の9月議会において三輪小学校の避難所再指定に
ついて質問しました。
平成31年4月より指定避難所として使用できるようになって
おり、11月には三輪小学校において三田市総合防災訓練が
開催されました。今後も引き続き災害に強い街づくりに
向けた取り組みを行ってまいります。
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昭和50年9月18日三田市三輪生まれ
・三田市立三輪幼稚園
・三田市立三輪小学校
・三田学園中学校
平成28年9月　三田市議会議員選挙 初当選

・三田学園高等学校
・神戸学院大学 経済学部
・白井石材店勤務

・三田市消防団第２分団１班
・白鳳流合気武道 三田支部
・日本在来種みつばちの会
・NPO法人三田心道会館スポーツ少年団育成母集団

・三輪神楽保存会
・三輪校園PTA
・ゆりのき柔道教室

所属団体経　歴

プロフィール

「近年の災害から見る三田市の災害対策について」 防　災
2019年12月議会

　　　   近年の災害は大規模化しており、電気に関係す
る被害も多い。三田市では避難所に持ち運び用の発電
機は備えているものの避難者の電力需要を補うには
十分とは言い難い。施設が非常用電源を確保できれば
部屋の照明や文書作成など様々な面で有効だと思う
が、段階的にでも非常用電源を設置していけないか。

　　　 北海道胆振東部地震では水道の停電に対する
水道施設の脆弱さが浮き彫りになった。全国的に見ても
水道関係施設の 62％が自家発電施設を備えていない。
市水道の長期大規模停電への対策はどうか。

実施に
至った！

質 問 質 問

　　　 市の古城浄水場にはないが、県営三田浄水場は
自家発電機を備えており、母子地区を除く市内の給水区
域には県水の供給が可能。
母子浄水場は小型発電機で
運転可能。県や近隣市町
と連携を図り飲料水確保
に取り組む。

　　　   自家発電設備の導入は重要と考えるが、
多額の費用も必要となることから、自家発電設備に
とらわれず、蓄電池や電気自動車による電源確保など
様々な手法について検討を進めたい。加えて、当面は
避難所用の発電機の追加備蓄をすすめる。

回 答

回 答


